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【研究テーマ】
　「婦人科病理と卵巣穎粒膜細胞腫の分子生物学的
研究」
　2009年6月より2010年9月まで、東京医科大学
同窓会のヒポクラテス基金のご援助をいただき、ス
ペインのバルセロナにあります、Hospital　de　Sant
Pauの病理学教室に留学させていただきました。
Jaime　Prat教授のもと、婦人科病理と基礎研究に従
事する機会を得ましたので、ここに報告申し上げま
す。
　私が所属していた病理学教室はPrat教授を中心
に4人の病理専門医と5人のフェローが病理診断に
あたっておりました。婦人科病理の分野で著名な
Prat教授のもとには国内外から、コンサルテーショ
ン目的のために珍しい婦人科症例の標本がパラフィ
ン包埋された組織切片とともに多数集まります。そ
のような珍しい疾患のPrat教授による指導を受け
られたことは大変大きな経験となりました。
　研究では卵巣穎粒膜細胞腫の遺伝子変異と予後と
の相関について行いました。卵巣穎粒膜細胞腫は全
卵巣腫瘍の約2％の頻度と大変稀な疾患であり、こ
れまで分子生物学的な研究はほとんどされてきてい
ませんでした。Hospital　de　Sant　Pauの病理学教室で
は45例の卵巣穎粒膜細胞腫の症例のHE染色され
たスライドとパラフィン包埋組織を保有しており、
これらの組織を用いて複数の遺伝子解析と予後との
相関を調べました。FOXL2遺伝子変異は2009年に
成人型卵巣穎粒膜細胞腫で報告されており、私の研
究では27例の成人型卵巣穎粒膜細胞腫のDNAか
ら18例にFOXL2遺伝子変異が見つかりましたが、
若年型卵巣穎粒膜細胞腫ではFOXL2遺伝子に変異
の存在は確認できませんでした。またmRNAの高
発現を認めた症例は、有意に予後不良であることが
分かりました。
　以上の研究成果はこれからの卵巣穎粒膜細胞腫の
さらなる研究進歩に繋がると考えられます。
　最後に、ヒポクラテス基金を通じてご援助いただ
きました同窓の諸先生方、留学の機会を与えてくだ
さいました井坂恵一主任教授、産婦人科医局の先生
方に感謝いたします。
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